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　饗蛆幼鵡に胞子を塗羽ξ接種後、土1劃馳聖に於て化蠕準行中に繭綜の侵入を受ける事は疑．1・籐地

がないのであるが・主εして何れの部分から入るのであるか不明瞭である。本試験は化輔後相

當経過したものにも寄生するや否やを調べたのである。嚢育程度の岡等の幼描を殺菌土壌中に

牧容して麗き・之を・・一・・定時期に取lllし接種し1e｛・mの溜…さに埋浸し、各々30日を維てi調織し

た。標準εして脱繭直後に接顧したもの及び無接種を設けた。

　其の結果化蠣81珪ヨ頃迄は良く寄生するが、2〔、日目～60日旧の爾腎は病蝋の減少するを認め

た。
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にポツト中に蟹蛆幼鹸を11文逸ホせない租度の細liの金綱で直從5α11、長さ32‘！mの颯借∫形を造り

接種幼蹴の入れた斜1財ε種々の距離にΣ翫魔κ、1；せた錘同中に無接種の幼描を人れたもので偲染の

租度を調醍しナニ。」舗；1”ミ2．翫川、5．tjc）u、11emσ洛々に劉・立；茎せたのでは殆ε偲染しなかつた。

　　　　　　　罹病輔ご健蠕しノ）距離ご停染ごの瞬讐係
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　　　　　　　　　　　　10．土壌潜入深さと畿病との關係

　蟹娩幼描に本菌胞rを接演Eし・土竣中に於て溜入深さを異にしナこ揚合の護病に及ぼS影響を

見た。化蠣後2日目の蛸1に接種したものを崖外に直穫35¢m、商さ60emの撫底1，：管の糸從断した

ものを綴合せ、適度の水分を輿ヘナこ土壌を填充したものの中に、目的の深さに虫［llを静置覆一hし

た。然して榎ゴニは土壌lrilε水李にし、トタン麗を以て雨ノkの浸人；を防いだ。興の結隈試瞼の範

圃13，Jに於ては埋浸の深さざ聞係なく、本菌1よ蟹蛆蝋に寄生する事實を知つた。

　　　　　　　　」二竣溜入深さミ嚢病Sの開係
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11・培養の古き凌護病きの關係

　錫酸挫肉汁塞天培餐碁．1二に移菌後卜1数を継たものに就て接種試験したc，本試験成績に依るP，1’：

は、培養の新蕉ご疲病Sの多少ミは一一定の闘係なく濃病する事を知った。

　　　　　　　　　　　　　　培養の古さざ褒病εの關係
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1・著者は赤懸病菌の避∫田．に調寸る算f生性に及ぼす影響を種’t’の條件ドに於〔試み歳。

2，病徴は6月の候に蛆蟹幼鐵に摘種し，土膿中に潜ヒさせナニものは外部的病徴は23日日には

　蝋の雨端より白色の薗綜束？2・　Ulし、55H目には蠕を中心t“して1証己棒状の菌綜東を挺lllし微紅

　色の分生胞子を形成ずる。内部的（蝿艦）には2；珊口には乳白色を猛し婁御ビして居るが、無

　接種は殆んさ完成して居るので一見して其の強1｝llはilll瞭であるCi

3・本菌胞子を量的に接種しても獲病の多少tr　lよ關係なくた部分が磯病」“るc

4．本菌胞子を接種後15’～16㌦2〔）1～23’、2〔1”～23’、26”～32℃朔易1可i；に傑護し饗病1矧1司係を貼

　ナこが例外なく何れも獲病した∪

5．土壌水分ε獲病εの關係は、露齢1を⊥〔｝0％水分εしたものの．L唆水分2（％坦1：1；0㌔迄は獲　　’

　病数多く、80％～90ヌ6は穂獲病数少なく、036、1t）Q％の場合は蟹．tl［L・luiiが死滅計るゾニめ側鋼で

　である。

6。化蠕程度の異つた蝋に接種し褒病を見ナこ結聚、化虫1勇811目迄は｛｛1常獲病1一るが蜘ll～C；O　u

　目のものは嚢病数が少ない。

7．本菌ミ細菌を湿合接不．i’F．し獲病を調ぺたが、荊il菌の種類に仏iりlll多響あるものこ然らざるもの

　ごある。Bae．11憩gatherium、13ae・deudr‘）ide5・Batt・myc〔｝lde5，職u・．　Pl・・）I　lig沁呂usは影製iし、

　ユ3ac，　mesOIltor三eしh，13と1〔t，5ubtilis，等は景多響しなかつナこ、）

＆　赤懸病罹病蜥の一一一定lfli酸に存ri｛ずる撒の多少S・健金なる幼無フ｝酵染に多少があるC」即ち

表醸1・・→・蜘茄閾し願一d頭勧罹1醐の舗・傳染紗ないが、噸一嚇1の

　罹病蠕の存在は傳染が多い。

g，止壌r11で罹ll融n】ε健踊εσ）距離2．5ω11、5，5c111、11　mnに歩1・立させノこ慮何れも伽：痩しなかつ

　た。

1．O．本菌接種蜥を地巳1ぐG｛，111、12∫nn、　t8（！ln、2⊥〔川、3〔，c！11迄埋浸した場含、罹病蜥敬5のill1に
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　　一矩の傾陶なく殆ん曹嚢病した。
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